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施工後は、この取扱説明書をお客様へお渡しください。工事店様へ

この取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お読みになった後も大切に保管してください。お 客 様 へ

洗面用混合栓

販売製造

ドンブラハ社
　(ドイツ)

2020.08

〒160-0023
東京都新宿区西新宿6-6-3

TEL：03-5909-0502～4
FAX：03-5909-0518

処置Ａ：吐水口先端の部品を洗浄する

回して外す

エアレーター

吐水口

吐水口先端部品の取り外し・取り付けには、

別売の専用工具が必要です。

お求めの際は下記の弊社窓口までお問合せ

ください。

専用工具（別売）

33.510.661.XX 33.500.661.XX

33.525.661.XX 33.505.661.XX
33.565.661.XX

33.534.661.XX

お手入れ方法

異常を感じたら修理を依頼される前に下記の事項をご確認ください。
次の事項をご確認をされても直らない場合は、取付工事店または弊社までご相談ください。

修理を依頼される前に

現象 確認して頂くところ

吐水口の流量が少ない

温度調節がうまくいかない

吐水時に音が鳴る

□ 口先金具の中にゴミが溜まっていないか
□ 湯側・水側ともに止水栓が十分開いているか

□ 口先金具の中にゴミが溜まっていないか
□ 湯側・水側ともに止水栓が十分開いているか

□ 湯側・水側の止水栓を適度な位置に調節する

Ａ

処置

Ａ

いつまでもご愛用いただくために、日頃のお手入れは次のことに注意してください。

■ご使用後は、本体に水滴が残らないようにからぶきしてください。

　・汚れが目立つときは適度に薄めた中性洗剤を使用してふき取り、洗剤が残らないように水洗い(または水ぶき)して
　　ください。

■水栓の表面を傷つけるおそれがある次のものは使用しない(接触させない)でください。

　・磨き粉等の粒子を含んだ洗剤（研磨剤入り洗剤）

  ・シンナー、ベンジン等の溶剤、酸性洗剤、塩素系漂白剤

　・ナイロンたわし、ブラシ、研磨粒子付のスポンジ等

　・アセトンやアルコールを含むもの（例：除光液、香水、ヘアスプレー等）



安全上のご注意

ここに示した注意事項は、状況によっては重大な結果(傷害・物損)を生む事柄です。安全に関する重要な内容を記載して

おりますので必ず守ってください。

｢注意してください！｣上記の｢注意｣と併用して
注意をうながす記号です。必ずお読みになり、
記載事項を守ってください｡

｢してはいけません！｣(一般的な禁止記号です｡)

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか物的損害が発生する危険な状態が想定されます｡注意

｢指示通りにしてください！｣

(一般的な行動指示記号です｡)

｢指示した場所に触れてはいけません！｣

使用上の注意事項

用語および記号の説明

高温の湯をお使いの時には吐水口は高温になっています。直接肌を触れないでください。やけどをするおそれがあります。

注意

強い力を加えたり、衝撃を与えないでください。ケガをしたり、製品が破損し漏水を引き起こす可能性があります。

高温の湯をお使いの後は器具内に高温の湯が残らないようにしばらく水を流してください。
次に使用すると器具内に滞留した高温の湯が出てやけどをするおそれがあります。

湯を止める時は必ず湯側のハンドルから閉めてください。
次に使用すると器具内に滞留した高温の湯が出てやけどをするおそれがあります。

湯をお使いになる時は、必ず水側から開栓してください。その後除々に湯側を開栓し、好みの温度に調節してください。
湯側を先に開栓すると高温の湯が吐水し、やけどをするおそれがあります。

本製品と同時に他の給水器具を使用する場合は、水圧変化により高温のお湯が出る場合があります。
やけどをするおそれがありますのでご注意下さい。

急激なハンドル操作は配管からの漏水を起こすことがありますのでゆっくり操作してください。
漏水で家財などをぬらし財産損害発生のおそれがあります。

本体のメッキに剥がれなどの損傷が無いことを確認してください。
腐食や経年劣化、磨耗により、メッキに割れや剥がれが発生することがあります。

メッキに剥がれや損傷がある場合は、範囲や程度に関わらず速やかに交換してください。ケガをするおそれがあります。

出水部や操作部、および配管接続部からの水漏れや、器具のガタつきがないことを定期的に確認してください。

操作方法

吐水

止水 水

湯

閉 栓
（溜水）

開 栓
（排水）

排水するとき

　引き棒を押し下げてポップアップ栓を開栓します。

水を溜めるとき

　引き棒を引き上げてポップアップ栓を閉栓します。

本体背面に引き棒がある場合



施工説明書

□給水温度　 5～25℃
□給湯温度　55～65℃
□推奨供給温度　 60℃

※給水圧力が0.5MPaを超える場合は、減圧弁などで適正圧力に減圧してください。

□推奨供給水圧　0.3MPa
□最小供給水圧　0.1MPa
□最大供給水圧　0.5MPa

使用条件

ＤＯ－１６０

※ 品番中の「Ｘ」は任意の数字

１穴型洗面用混合栓
品番 ： 33.500.661.XX / 33.500.665.XX

33.501.660.XX / 33.501.662.XX
33.501.664.XX / 33.502.660.XX
33.510.661.XX / 33.510.665.XX



品番確認

33.500.665.XX 33.501.660.XX

33.501.662.XX

33.510.661.XX

33.501.664.XX

33.510.665.XX

33.502.660.XX

33.500.661.XX



使用工具

対辺 16 / 19 / 37  mm

締付工具（レンチ）

部品確認
例：33.501.660.XX

水栓本体
引き棒

ゴムパッキン

三角パッキン

スリップワッシャー

フランジ付ナット

逆止弁付アダプター

ファイバーパッキン



取付手順

37

1 2 

1.

2.

１．水栓本体の底面にゴムパッキンを装着
　　します。

２．水栓本体の背面に引き棒を差し込みま
　　す。

３．水栓本体を取付穴に差し込みます。

１．三角パッキン、スリップワッシャーを
　　この順でフレキホースと引き棒に通し
　　ます。

２．続けてフランジ付ナットを通し、水栓
　　本体に締め付けて固定します。

　 【注意】
　　三角パッキンの上下方向に注意してく
　　ださい。

取付穴 φ35 mm

厚さ
最大
40 mm

2.

3.

1.

小径が上

大径が下



取付手順

給水

給湯

 

給水管・給湯管に通水し、配管内のごみな
どを十分に洗い流してください。

水栓本体のフレキホース先端の袋ナット(G3/8)を、
逆止弁付アダプターに締め付けて接続します。
赤マークが付いているフレキホースを、給湯側に
接続してください。

19

給水
給湯

5 

1.
2.

3

逆止弁付アダプターを止水栓に取り付けます。
必ずファイバーパッキンを使用してください。

4

ファイバー
パッキン

逆止弁付
アダプター

対辺 24 mm

止水栓

赤マーク

▼
給湯側

G 3/8”

対辺
19 mm

・各部品の接続や取り付けは、必ず工具を使
　用して確実に締め付けてください。

・締付不足や締付過剰とならないようにして
　ください。

・接続作業後に、必ずフレキホースを上に引
　っ張り、抜けないことを確認してください。

実行

ホースが無理にねじれたり折れ曲がった
りしないように接続してください。

注意

給水・給湯フレキホースの

曲げ直径は            と
してください。

70 mm以上Ｒ

Ｒ＝       70 mm最小

注意



止水栓を開いて器具に通水します。
湯側と水側ともに開閉操作を行い、正常に作動することを必ず確認してください。
また、吐水時に各接続部からの水漏れがないことを確認してください。

実行

水漏れしている接続部がある場合は、該当する取付手順を参照しながら、接続方法
および各部品が正しく使用されていることを確認してください。

通水確認

実行

水漏下記の部位から水漏れしていない
ことを必ず確認してください。

逆止弁付アダプターと止水栓の接続部

給水・給湯フレキホースと
逆止弁付アダプターの接続部

 本体とカウンターの境目

(カウンター裏への水漏れ)

本体底面と給水・給湯フレキホースの接続部
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